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戸邉一之．血糖コントロールに難渋している抗インスリン抗体陽性糖尿病の 1 例．第 58 回日本糖尿病学会年次学術
集会；2015 May 21-25；山口． 
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33)  松葉 怜，今村美菜子，岩田 実，広瀬 寛，綿田裕孝，前川 聡，戸邉一之，柏木厚典，加来浩平，河盛隆造，
田中 逸，前田士郎．多人種ゲノムワイド関連解析の大規模メタ解析により同定された新規 2 型糖尿病感受性領域
6 領域の日本人集団での検証．第 58 回日本糖尿病学会年次学術集会；2015 May 21-25；山口． 
34)  猪又峰彦，田中宏明，三輪敏郎，下川一生，徳井宏太郎，岡澤成祐，神原健太，山田 徹，林 龍二，戸邉一之，
菓子井達彦，松井祥子．クリゾチニブにより頭蓋外病変に対する抗腫瘍効果が得られたアレクチニブ耐性 ALK 遺伝
子転座陽性肺癌の 1 例．第 74 回呼吸器合同北陸地方会；2015 May 30-31；新潟． 
35)  岡澤成祐，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，高 千紘，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，林 龍二，戸邉一之，
松井祥子，芦澤信之，山本善裕．「富山呼吸器講習会 2014」繰り返し参加した受講生への対応．第 74 回呼吸器合同
北陸地方会；2015 May 30-31；新潟． 
36)  徳井宏太郎，田中宏明，下川一生，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，戸邉一之，
松井祥子．器質化肺炎として治療中に肺アスペルギルス症が明らかとなった 1 例．第 74 回呼吸器合同北陸地方会；
2015 May 30-31；新潟． 
37)  大場泰良，神原健太，徳井宏太郎．2HREZ 投与完了後 1 ヶ月目に急激な肝機能悪化を来した 1 例：PZA 投与関連肝
障害の発生機序に関する考察．第 74 回呼吸器合同北陸地方会；2015 May 30-31；新潟． 
38)  松本かおる，岡澤成祐，下川一生，田中宏明，徳井宏太郎，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，
戸邉一之，松井祥子，河合暦美，芦澤信之，鳴河宗聡，山本善裕．嫌気性菌性膿胸に対して静注 Metronidazole 併用
が有効と考えられた一例．第 74 回呼吸器合同北陸地方会；2015 May 30-31；新潟． 
39)  丹内秀典，東 祥嗣，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕，徳井宏太郎，林 龍二，戸邉一之，峠 正義，土岐善紀，
芳村直樹，河岸由紀男．石灰化を伴う孤立結節影を呈した肺非結核性抗酸菌症の 2 例．第 74 回呼吸器合同北陸地方
会；2015 May 30-31；新潟． 
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 40)  神原健太，中嶋 悠，芦澤信之，下川一生，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，
林 龍二，松井祥子，菓子井達彦．新旧ナビゲーションの機能比較について（Bf-NAVI と DirectPath）．第 38 回日本
呼吸器内視鏡学会学術集会；2015 Jun 11-12；東京． 
41)  岡澤成祐，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，松井祥子，
芦澤信之，山本善裕，戸邉一之．EBUS-GS で診断可能であった肺真菌症症例の検討．第 38 回日本呼吸器内視鏡学
会学術集会；2015 Jun 11-12；東京． 
42)  松井 篤，朴木博幸，山口智史，小尾麻衣子，津田玲奈，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．弁輪拡張を伴わない
大動脈弁閉鎖不全症を呈した高安動脈炎の 1 症例．第 226 回日本内科学会北陸地方会；2015 Jun 21；福井． 
43)  徳井宏太郎，田中宏明，下川一生，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，
戸邉一之，松井祥子．クリゾチニブによる薬剤性肺障害の治療後にアレクチニブを投与した肺腺癌の一例．第 70 回
日本肺癌学会北陸支部学術集会；2015 Jul 11；富山． 
44)  安川 瞳，神原健太，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，
林 龍二，戸邉一之，松井祥子．ゲフィチニブ・アファチニブを投与後エルロチニブが著効した一例．第 70 回日本
肺癌学会北陸支部学術集会；2015 Jul 11；富山． 
45)  篠田晃一郎，朴木博幸，津田玲奈，小尾麻衣子，山口智史，松井 篤，木戸敏喜，松井祥子，多喜博文，戸邉一之．
関節リウマチへの MTX、ゴリムマブ療法中に抗 PL-7 抗体陽性の間質性肺炎を併発した一例．第 27 回日本リウマチ
学会中部支部学術集会；2015 Sep 4-5；名古屋． 
46)  朴木博幸，山口智史，木戸敏喜，松井 篤，小尾麻衣子，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．早期の診断と治療介
入により肺病変の重症化を免れた抗 MDA5 抗体陽性皮膚筋炎の一例．第 27 回日本リウマチ学会中部支部学術集会；
2015 Sep 4-5；名古屋． 
47)  小尾麻衣子，朴木博幸，松井 篤，山口智史，木戸敏喜，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．若年発症全身性エリ
テマトーデスにタクロリムスが著効した一例．第 27 回日本リウマチ学会中部支部学術集会；2015 Sep 4-5；名古屋． 
48)  山口智史，朴木博幸，木戸敏喜，松井 篤，小尾麻衣子，津田玲奈，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．膠原病の
経過中に KL-6 高値をきたした悪性腫瘍の 3 症例．第 27 回日本リウマチ学会中部支部学術集会；2015 Sep 4-5；名古
屋． 
49)  松井 篤，朴木博幸，山口智史，小尾麻衣子，木戸敏喜，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．多発単神経炎を主体
とした好酸球性多発血管炎性肉腫症の姉妹発症例．第 27 回日本リウマチ学会中部支部学術集会；2015 Sep 4-5；名
古屋． 
50)  木戸敏喜，朴木博幸，山口智史，松井 篤，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．腎生検にて診断した EGPA の 1 例．
第 27 回日本リウマチ学会中部支部学術集会；2015 Sep 4-5；名古屋． 
51)  松野博明，多喜博文，篠田晃一郎．実地医におけるバイオ使い分けの一考察．第 27 回日本リウマチ学会中部支部学
術集会；2015 Sep 4-5；名古屋． 
52)  渡邊善之，朴木久恵，小清水由紀子，瀧川章子，角 朝信，岡部圭介，岩田 実，石木 学，薄井 勲，戸邉一之．
計 200 単位以上のインスリン注射にもかかわらず血糖コントロール不良であった糖尿病の一例．第 227 回日本内科
学会北陸地方会；2015 Sep 6；金沢． 
53)  松井祥子，林 龍二，濱島 丈，下川一生，猪又峰彦，徳井宏太郎，岡澤成祐，神原健太，山田 徹，三輪敏郎，
戸邉一之，土岐善紀．IgG4 関連疾患における抗酸菌感染の検討．第 24 回日本シェーグレン症候群学会学術集会；
2015 Sep 18-19；東京. 
54)  薄井 勲，瀧川章子，戸邉一之．肥満における臓器障害－肥満における脂肪組織マクロファージの機能．第 36 回日
本肥満学会；2015 Oct 2-3；名古屋． 
55)  西田康宏，石木 学，瀧川章子，岡部圭介，角 朝信，小清水由紀子，岩田 実，薄井 勲，戸邉一之．緑藻由来
アスタキサンチンの高脂肪食肥満マウスにおける作用．第 36 回日本肥満学会；2015 Oct 2-3；名古屋． 
56)  岡部圭介，岩田 実，渡邊善之，中嶋 歩，角 朝信，瀧川章子，朴木久惠，小清水由紀子，石木 学，薄井 勲，
戸邉一之．2 型糖尿病患者の内因性インスリン分泌評価指標に及ぼす腎機能の影響．日本糖尿病学会第 89 回中部地
方会；2015 Oct 4；静岡． 
57)  朴木久恵，小清水由紀子，渡邊善之，瀧川章子，角 朝信，岡部圭介，石木 学，岩田 実，薄井 勲，戸邉一之．
治療開始後に早朝低血糖が頻発した胃切除後糖尿病の 1 例．第 26 回日本老年医学会北陸地方会；2015 Oct 17；富山． 
58)  辻岡和孝，中川 肇，薄井 勲，戸邉一之．NFC 血糖測定器を用いた、電子カルテへの転記と指導管理料対策シス
テムの構築．第 35 回医療情報学連合大会；2015 Nov 1-4；沖縄． 
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 59)  岩田 実，新村里美，朴木久恵，小清水由紀子，中嶋 歩，岡部圭介，角 朝信，渡辺善之，瀧川章子，石木 学，
薄井 勲，戸邉一之，工藤 浩，黒木嘉人，西原永潤，加村 裕，岡澤光代．バセドウ病の経過中に IgG4 甲状腺炎
の合併が考えられた一例．第 58 回日本甲状腺学会学術集会；2015 Nov 5-7；福島． 
60)  小清水由紀子．妊娠中に発症したリンパ球性下垂体炎の 2 例．第 15 回日本内分泌学会北陸支部学術集会；2015 Nov 
14；富山． 
61)  渡邊善之，小清水由紀子，岩田 実，朴木久恵，角 朝信，岡部圭介，瀧川章子，薄井 勲，石木 学，戸邉一之．
サルコイドーシスと診断されていた IgG4 関連疾患の一例．第 15 回日本内分泌学会北陸支部学術集会；2015 Nov 14；
富山． 
62)  Obi M, Ozawa T, Taki H, Kishi H, Muraguchi A. Isolation of monoclonal anti-TRIM21/Ro52 autoantibodies from collagen 
disease-patients with interstitial lung disease and their reactivity to the peptide library. 第 44 回日本免疫学会学術集会；2015 
Nov 18-20；札幌． 
63)  岡澤成祐，木戸敏喜，篠田千恵．研修医症例検討会「ドクターK（呼吸器科）！診断へのみちのり」．第 75 回呼吸
器合同北陸地方会；2015 Nov 21-22；富山． 
64)  岡澤成祐，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，戸邉一之，
松井祥子，東 祥嗣，山本善裕．繰り返す外泊後の発熱を契機に診断された加湿器肺の 1 例．第 75 回呼吸器合同北
陸地方会；2015 Nov 21-22；富山． 
65)  高 千紘，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，
松井祥子，戸邉一之．慢性呼吸器疾患における Phyisical Activity の役割．第 75 回呼吸器合同北陸地方会；2015 Nov 
21-22；富山． 
66)  今西信吾，林 龍二．結核性心膜炎の一例．第 75 回呼吸器合同北陸地方会；2015 Nov 21-22；富山． 
67)  岩田安弘，林 龍二．気管支拡張症と鑑別に苦慮した肺結核の 1 例．第 75 回呼吸器合同北陸地方会；2015 Nov 21-22；
富山． 
68)  南坂陽子，神原健太，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，猪又峰彦，山田 徹，林 龍二，
松井祥子，戸邉一之．特異な画像所見を呈した慢性好酸球性肺炎の一例．第 75 回呼吸器合同北陸地方会；2015 Nov 
21-22；富山． 
69)  勢藤善大，岡澤成祐，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，
戸邉一之，松井祥子．リンパ脈管筋腫症の後腹膜リンパ脈管筋腫にシロリムスが著効した 1 例．第 75 回呼吸器合同
北陸地方会；2015 Nov 21-22；富山． 
70)  猪又峰彦，下川一生，田中宏明，徳井宏太郎，岡澤成祐，神原健太，山田 徹，三輪敏郎，菓子井達彦，松井祥子，
林 龍二，戸邉一之．プラチナ製剤投与歴を有する小細胞癌症例におけるアムルビシン投与開始後の臨床経過と予
後因子．第 56 回日本肺癌学会学術集会；2015 Nov 26-28；横浜． 
71)  小清水由紀子．妊娠中に発症したリンパ球性下垂体炎の 2 例．第 15 回日本内分泌学会北陸支部学術集会，女性医師
企画コーナー受賞講演；2015 Nov 14；富山． 
72)  岡部圭介，薄井 勲，戸邉一之，中川 崇．Nampt-mediated NAD synthesis regulates the metabolic remodeling during the 
differentiation of 3T3-L1 pre-adipocytes．第 38 回日本分子生物学会年会；2015 Dec 1-4；神戸． 
 
◆ その他 
1)  寺内康夫，戸邉一之，皆川冬樹．SGLT2 阻害薬－さらなる糖尿病診療のパラダイムシフトはおこるのか？．カレン
トテラピー．2015 Jan；33(1)：74-83． 
2)  戸邉一之．2 型糖尿病・メタボリックシンドロームの病態と治療戦略－内臓脂肪の役割－．糖尿病領域 Web 講演会；
2015 Jan 15；富山． 
3)  林 龍二，山田篤史，大橋瑠子．地元ディスカッサント．第 24 回白山カンファレンス；2015 Jan 24；金沢． 
4)  朝川勝明，安斎正樹，松村 亮，神原健太，小島好司．ヤングディスカッサント．第 24 回白山カンファレンス；2015 
Jan 24；金沢． 
5)  林 龍二．COPD、最近の課題．下新川呼吸器疾患を考える会；2015 Feb 12；魚津． 
6)  林 龍二．COPD、最近の課題．富山市呼吸器疾患研究会；2015 Feb 18；富山． 
7)  朴木博幸．MPO-ANCA 著明高値で壊死性半月体形成性糸球体腎炎の像を呈した全身性エリテマトーデスの一例．第
2 回富山膠原病研究会；2015 Feb 20；富山． 




9)  松井 篤，朴木博幸，山口智史，篠田晃一郎，多喜博文，松井祥子，戸邉一之．汎血球減少症を併発した IgG4 関連
疾患の 1 例．第 8 回 IgG4 研究会；2015 Mar 21；福岡． 
10)  薄井 勲．糖尿病診療のコツ～糖尿病治療薬の選び方～．黒部桜井病院講演会；2015 Mar 23；富山． 
11)  多喜博文．リウマチ・膠原病の診断と治療．第 412 回富山県病院薬剤師会学術講演会；2015 May 16；富山． 
12)  篠田晃一郎．リウマチ・膠原病診療における骨粗鬆症の重要性．第 412 回富山県病院薬剤師会学術講演会；2015 May 
16；富山． 
13)  林 龍二．呼吸器の老化．すこやか生活講座；2015 Jun 17；富山． 
14)  薄井 勲．甲状腺のお薬治療．第 19 回富山大学医療最前線－市民公開講座－；2015 Jun 21；富山．  
15)  篠田晃一郎．関節リウマチの診断と治療．関節リウマチ Web フォーラム；2015 Jun 26；静岡． 
16)  薄井 勲．周術期の血糖コントロール方法～インスリン療法を中心に～．Lilly Diabetes インスリン導入マスターコ
ース（Web カンファ）；2015 Jun 29；富山． 
17)  小清水由紀子，岩田 実，渡邊善之，朴木久恵，松井 篤，山口 智史，朴木博幸，篠田晃一郎，薄井 勲，石木 
学，多喜博文，戸邉一之．サルコイドーシスと診断されていた IgG4 関連疾患の一例．内分泌カンファレンス in 富
山；2015 Jun 11；富山． 
18)  林 龍二．高齢社会の閉塞性肺疾患．小矢部市医師会講演会；2015 Jun 16；小矢部． 
19)  林 龍二．重症喘息 Phenotype．Scientific Expert Meeting；2015 Jun 18；富山． 
20)  松井 篤，朴木博幸，山口智史，篠田晃一郎，多喜博文．汎血球減少症を併発した IgG4 関連疾患の一例．第 36 回
富山免疫アレルギー研究会；2015 Jun 25；富山． 
21)  林 龍二．呼吸器の老化．すこやか生活講座；2015 Jul 3；高岡． 
22)  福田一仁，新村里美，渡辺善之，中嶋 歩，朴木久恵，小清水由紀子，岩田 実，薄井 勲，戸邉一之．インスリ
ン併用下でリキシセナチドからリラグルチドに変更した 1 例．北陸糖尿病集談会；2015 Jul 4；金沢． 
23)  朴木博幸．早期に診断し得た抗 MDA5 抗体陽性皮膚炎の 1 例．筋炎と免疫研究会；2015 Jul 8；富山． 
24)  岡澤成祐，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，高 千紘，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，林 龍二，松井祥子，
芦澤信之，山本善裕，戸邉一之．疑似電子カルテを用いた初診外来ロールプレイを中心とした「富山呼吸器講習会」
の評価と改善点の検討．第 47 回日本医学教育学会大会；2015 Jul 24-25；新潟． 
25)  薄井 勲，戸邉一之．脂肪組織のマクロファージの役割．フォーラム富山「創薬」第 42 回研究会；2015 Sep 15；富
山． 
26)  林 龍二．秋にかけてのアレルギー．富山大学附属病院かわら版．2015 Oct；(131)：8． 
27)  林 龍二．わかりやすい間質性肺炎のはなし．東京ラングカンファレンス；2015 Sep 24；東京． 
28)  多喜博文．日常診療に基づいた bDMARD の治療とケア．平成 27 年度東海・北陸地区リウマチの治療とケア研修会；
2015 Oct 18；浜松． 
29)  林 龍二．Opening Remarks．Symbicort Symposium in Toyama；2015 Oct 29；富山． 
30)  Ishiki M, Nishida Y, Takikawa A, Koshimizu Y, Iwata M, Usui I, Tobe K. The impact of astaxanthin on glucose metabolism. 
AstaReal Astaxanthin Expert Seminar in Japan; 2015 Oct 29; Toyama. 
31)  篠田晃一郎．神経ベーチェット病に対するレミケードの有用性．免疫リサーチフォーラム；2015 Nov 13；富山． 
32)  渕野真代，朴木久恵，小清水由紀子，渡邊善之，瀧川章子，石木 学，岩田 実，薄井 勲，戸邉一之．インスリ
ン治療開始後に早朝低血糖が頻発した胃切除後糖尿病の 1 例．第 91 回北陸糖尿病集談会；2015 Nov；金沢． 
33)  林 龍二．厚生労働科学研究費びまん性肺疾患に関する調査研究班．富山県における特発性間質性肺炎実態調査第
2 回総会；2015 Dec 12；東京． 
34)  西田康宏，石木 学，瀧川章子，岡部圭介，角 朝信，小清水由紀子，岩田 実，薄井 勲，戸邉一之．海洋性カ
ロテノイド色素 Astaxanthin の肥満モデルマウスにおける作用の検討．第 27 回分子糖尿病学シンポジウム；2015 Dec 
5；東京． 
35)  篠田晃一郎．ひとりひとりに最適な治療をめざして．Remicade Nurse Seminar in Toyama；2015 Dec 6；富山． 
36)  金森政彦，島 友子，長田拓哉，林 龍二，安田剛敏，鈴木賀代，渡邉健太．医師主導型臨床研究開始報告－高度
進行がん（固形腫瘍）に対するオンコサーミア治療．第 1 回日本オンコサーミア研究会；2015 Oct 21；富山． 
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